
～主な相談事例を紹介します～

　平成27年度、市に寄せられた動物に関する問い合わせや相談は約
230件。そのうち、犬猫に関するものは約8割の180件にのぼります。
　市に多く寄せられた相談事例の一部を紹介します。トラブルを防ぐ
ための参考にしてください。

【犬に関する事例】

【猫に関する事例】

●リードに繋
つな

がずに散歩をしたり、放
し飼いにしたりする人がいる。近くを
通ると追いかけられて怖い。

⇒犬は繋いで飼いましょう

リードを繋いで
いれば安全に
散歩できるね！

●散歩中にフンを放置したり、その場
に埋めたりする人がいる。

⇒必ず持ち帰りましょう

フンの後始末は飼
い主の責任だね！

餌付けをやめるか
責任を持って飼お
う！

飼い主の名前を書
いた名札や首輪も
つけよう！

　飼い主が知らない間に子犬・子猫が生まれて世話
をしきれなくなることや、野良犬・野良猫となって
繁殖することが社会問題になっています。
　不幸な命を増やさないために、不妊去勢手術を受
けさせましょう。繁殖防止だけでなく、病気の予防
やストレス軽減も見込めます。

●放し飼いにされている。庭に糞
ふん

尿
にょう

を
されたり、車に足跡をつけられたりし
て不快だ。

⇒屋内での飼育を心がけましょう

●野
の ら

良猫が繁殖しており、餌
え づ

付けをし
ている人もいる。

⇒無責任な餌付けはやめましょう

不妊去勢手術を
受けさせましょう
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